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 電場増強効果の研究の多くは貴金属において報告されているが，近年，半導体でも高い

増強効果が報告され始めている。本研究では，酸化チタン(TiO₂)による増強効果を，色素

分子の蛍光強度測定より研究した。その結果，2000 倍を超える増強度(EF)が観測された。

これまでの貴金属を用いた蛍光強度の増強効果においてその多くは EF数 10 であり，例外

的には EF が 1000 を超えるものもある[1]。従って，今回得られた増強度は高い値と判断

される。 

 蛍光色素であるクリスタルバイオ

レット(CV)溶液の蛍光スペクトルを

測定し，TiO₂の EF を検証した。共

焦点顕微分光装置を使用し，TiO2有

無での CV の蛍光スペクトルの強度

比より増強度を算出した。 

 図１は，CV の蛍光スペクトルで

ある。CV の蛍光強度が TiO2により

著しく増加することわかる。スペク

トル強度の比より見積もられた増強

度は，最大で EF=2000 に達した。

また，EF は粒子サイズによって異

なり，この結果は Mie 散乱理論によ

る計算と一致した。その他，試料の

TiO2表面を平坦にすることで，EF

に高い再現性が得られることも明ら

かとなった（図 1）。 

 

 

[1] M. Bauch, K. Toma, M. Toma, Q. Zhang, J. Dostalek, Plasmonics 9, 781 (2014). 

Fig.1. Fluorescence spectra of CV solution. The inset shows 

fluorescence spectra of CV solution without TiO₂. EF is up 

to 2000. Reproducibility of EF significantly depends on 

surface structure of TiO2.  
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